
福島県立医科大学

糖尿病内分泌代謝内科学講座 助手 滝口善規



 初期研修について自分の体験談を１０分間お話します

 個人的な見解が多く含まれています

 興味がある人は聞いてください



 平成04年静岡県に出生

 平成23年福島県立磐城高等学校 卒業

 平成29年福島県立医科大学医学部 卒業

 平成29年福島県立医大附属病院 初期臨床研修医

 平成31年4月・・・糖尿病内分泌代謝内科学講座 入局



給料

人間関係

手技の経験

救急対応

指導体制



 卒業時に志望科が明確に決まっておらず、
選択肢を狭めたくなかった

 指導医が多く、指導体制がしっかりしてそう

 相談しやすい先輩が多く仕事がやりやすそう

 外病院への研修もしやすく柔軟性が高い

 その他）休みがとりやすい、自宅が近い、そもそもマッチングめんどくさい



4月

救急科5月

6月

7月
糖尿病内分泌代謝内科

8月

呼吸器内科（済生会）9月

10月 神経内科
11月 麻酔科

消化器内科12月

眼科1月

小児科2月

放射線科3月

4月 皮膚科
5月 地域医療(ほし横塚クリニック)

6月 精神科（桜ヶ丘）
7月 消化器内科（藤田）
8月 整形外科（藤田）

腎臓高血圧内科9月

10月 循環器内科(労災)

11月 泌尿器科

耳鼻咽喉科12月

糖尿病内分泌代謝内科
1月

2月

3月



 大学病院＜市中病院

 田舎の病院＜都会の病院

そんなことはない



給料、救急対応、指導体制、手技の経験値、人間関係、etc,,,

・患者を殺さないこと（医療事故を起こさない）

・自分を殺さないこと（心身ともに適度な休養を）

どんな2年間を過ごすかよりも無事に2年間を終えることが大事!!

それ以上に



 ストレスフリーの初期研修（優秀な事務や相談し合える同期が多い）

 学生から良い意味で刺激を受ける（こちらが教わることも多い）

 病院内の知り合いが増えた（相談できる上級医は今後の財産）

 市中病院・大学病院のいいとこ取りができた
（珍しい疾患・common diseaseどちらも経験させてもらえた）

 満足のいく研修をできた



 2次救急対応は大学病院の研修だけでは弱い
（外病院研修時に経験させてもらえたが、経験値が足りないと思う）

 主治医経験数（もっと責任感を持って仕事に向かうべきと反省）

 研修システム自体には不満はなかった



 将来の志望科、求める医師像は人それぞれ違う

 病院選びに悩むことは大切だが、悩みすぎる必要はない

 どこで初期研修をしてもある程度の医師にはなれる
（+αに関してはもちろん各々の努力が必要）

 不満のない研修病院はないし、得るもののない研修病院もない

 初期研修選びに正解はない





専門分野が決まっていない人 最先端医療を学びたい人

大谷先生の下で働きたい人学会発表など積極的に行いたい人

大学病院で待ってます



 研修病院の選び方は人それぞれ、正解はない

 無理のない充実した2年間をおくってください

 大学病院をぜひぜひ選んでください


